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■ＡＡ日本５０周年記念集会まで あと２年です！ 
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ＡＡ日本５０周年記念集会実行委員会 委員長 ペッパー 

ＡＡ日本５０周年記念集会 ついに、開催場所・日時・大決定！！ 

大宮ソニックシティ  ２０２５年３月２８（金）２９（土）３０（日） 

会場選定は、２０２１年９月より慎重に選定と交渉を進めてきました。その結果、埼玉県

さいたま市 JR大宮駅にある「大宮ソニックシティ」にて開催できる運びとなりました。 

大宮ソニックシティは、AA 日本２０周年記念集会（１９９５年）開催実績のある大型コン

ベンションセンターです。         （ ２０２２年６月発行 実行委員会便り vol.4 ） 
ソニックシティ外観 

URL：https://www.sonic-city.or.jp 
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自分のサービス経験の始まりは、施設を修了して間もない 40 周

年の設営委員会でした、何をしたらいいのか、わからない感情が怒

りに変わり、設営委員長に最初から食ってかかるような発言からの

スタートでした。 

そんな状態にもかかわらず、本番当日の3日間は何をしていたの

か…。大勢の仲間に会って、なぜか楽しい気持ちになり、終わった

後はどっと疲れた感じでした。 

その後もいろいろなサービスを経験させていただき、あるとき当時

の設営委員長と会い、自分だけがとても気まずい感じでしたが、そ

の後打ち解けもしました。最後のサービス活動は地区委員までと決

めていたのに、地域集会議長に推薦され立候補したのにもかかわ

らず、帽子くじで落選し、そのとき足りていなかった評議員に立候

補し信任をいただきました。評議員の役割が終わり、しばらくして50

周年実行委員会が始まり、準備委員会をへて実行委員長をやらせ

ていただいています。 

コロナ禍の中、第 1 回実行委員会で委員長に立候補させていた

だき、もう一人の立候補者と 4回の投票で決まらず、またまた帽子く

じで決める事になり、結果、委員長をやらせていただいています。 

さて AA日本 50周年記念集会まで残り約 2年になりました。今ま

での実行委員会では、どんな周年行事にしたいのか？意見を出し

合い、コロナ禍で仲間に会えていないこともあり、皆で集まりたいと

いった意見が多かったように感じます。 

開催月や場所についても、いろいろな意見がありました。叶いま

せんでしたが、おもしろい意見として開催地域は関東なのですが、

札幌や郡山など違う地域で開催したい！という意見もありました。

自分は本場アメリカの周年行事には参加したことは無いのですが、

大勢の仲間で祝うビッグミーティングと、いろいろな種類のミーティ

ング会場が沢山あり AA の大きさが感じられ感動するそうです。今

回の会場に決定した、さいたま市にある(大宮)ソニックシティには、

大きなホールがありビッグミーティングが、ビル棟にはいくつもの会

議室があるので、たくさんのミーティングが出来ます。 

テーマやロゴの募集も広く公募して、ロゴについては実行委員会

で決めました。テーマについては、３つに絞り込んで、第２８回評議

会で決めていただく！という初の試みを取り入れました。この言葉

をスローガンに進めていきたいと思います。 

テーマ 

「 つなげる手、つながる心、その先にある未来 」 

 

ロゴについては、こちらも新しい取り組

みとして、特に使用許諾を取らなくても使

用できるようにし、仲間による自由な発想

にて広められるようにしました。是非ロゴを

使って 2025 年に 50 周年がある事を広め

ていってください。 

【AA メンバーへ】 

これからの実行委員会では、どの様なプログラムを開催したいの

か？どんなミーティングを開催したいのか？を、全国の仲間から募

集します。それと並行して、これから立ち上がる委員会(歓迎委員

会・設営委員会)があり、多くの実行委員メンバーを必要とします。 

まだまだたくさんの実行委員メンバーが必要です。AA日本 50周

年実行委員会に参加することで、日本に AA がある喜びを！運営

する楽しみを！一緒に味わいませんか？是非、実行委員会にて

お待ちしております。 

ＡＡ日本５０周年記念集会 実行委員会 

https://www.aa50th.jp 
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■専門家協力委員会設立に向けて 
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B類常任理事 財務担当及び出版・広報補佐：湯澤 

財務担当、出版・広報補佐の湯澤です。長年 AA で主に広報活

動をしてきた私にとって「専門家協力委員会設立」は切なる願いで

した。その願いが通じたのか、今回この原稿を書く機会をいただき

ました。ありがとうございます。AA ガイドラインによると、専門家協力

委員会の目的は、 

「職業を通してアルコホーリクと接触する人たちに、AA についての情報

を提供する。この職業人たちの中には、アルコホリズムの分野で仕事す

る人たちばかりではなく、医師、看護師、聖職者、法律家、ソーシャル

ワーカー、労働組合のリーダー、企業の管理者などが含まれる。これらの

人たちに、われわれがどういう立場にいるのか、何ものであるか、何ができ

るのか、何ができないのか、などの情報を提供するのである。AAメンバー

と職業人の間で、良好な協力関係が確立されるよう努力が払われ

る。」   （『地域の専門家協力委員会を設置するために』２頁より） 

この活動は、今苦しんでいる（医療施設・専門家とつながりを持

つ）アルコホーリクへメッセージを運ぶための効果的な方法になり、

AA がまだ存在しない場所でアルコホーリクに出会うチャンスを持っ

ています。これらの人たちに「われわれがどういう立場にいるのか」など

の情報を伝えていくことが、この委員会の役割です。 

そしてこれは、東日本圏ゼネラルサービスフォーラムで真栄里Ａ

類（ノンアルコホーリク）常任理事が提案された「専門家に理解でき

るように伝えているか」「AAメンバー側から専門家とコミュニケーショ

ンを取ろうとしているか」と向き合っていくことに繋がります。 

AA の歴史を紐解いてみると、専門家との協力関係は、この共同

体の始まり当初から不可欠だったことが、『アルコホーリクス・アノニ

マス 成年に達する』の「第四章 医学会から見たアルコホーリクス・ア

ノニマス W.W.バウアー博士／ハリー・Mティーボー博士」等に詳しく記

されています。専門家の方々の手助けがなかったらAAは誕生しな

かったか、成長の歩みはずっと遅くなっていたでしょう。 

日本でもその始まりから専門家の手助けがあり、これまで様々な

専門家協力の活動が行われていました。第３回評議会では広報委

員会内に専門家協力委員会を設置することが勧告されました。当

時は各地域の委員が行う情報交換のための費用確保が難しく、理

事会委員会の維持も不安定で、委員会は自然消滅しました。しか

し、その後も 1998年専門家向けニューズレターの発行、2001年専

門家のための国際シンポジウム開催、2002年 A類常任理事ジョー

ジ・ヴェイラント氏の招聘、2003 年から「広報＆病院施設フォーラ

ム」開催など、専門家協力活動は行われていました。 

また、初期の常任理事会では広報委員会と病院・施設委員会を

含め５つの委員会が存在しましたが、この体制を維持することが難

しく、３つに集約し、２つの委員会は現在の第２分科会に集約され

ました。結果として広報活動担当理事の負担が重くなり専門家協

力の活動が弱くなったと指摘されました。その対策として理事会の

下に専門家協力委員会を作成しましたが、実際の活動は制限され、

代案として専門家中心の専門家協力委員会構想が A 類常任理事

から出されました。2015年この主旨に沿った準備会が開催されまし

たが、元 A 類常任理事が中心となる活動は輪番制に沿わないもの

であるため廃案となりました。このように日本での専門家協力委員

会は何度かの試みを経て、今回に至っています。 

先ほど紹介したガイドラインでは、広報委員会と施設委員会の目

的も明記されています。広報委員会は、 

「AA のメッセージを、マスメディア（新聞、雑誌、ラジオ、テレビ）を通

して一般社会に運ぶことであり、またアルコホーリクを手助けする立場に

いる人たち（妻、夫、医師など）を通してアルコホーリクに伝えることで

ある。」  （同２頁より） 

施設委員会は、「病院、アルコリズム治療／社会復帰センター、刑

務所などにいるアルコホーリクにもメッセージを運ぶ。この委員会の目的

は、これらの施設にメッセージを運びたいと思っている AA メンバーやグル

ープを調節することである。」  （同２頁より） 

専門家協力委員会は、広報委員会や施設委員会（日本では現

在矯正施設委員会のみ）と連携しながら情報交換し、各委員会の

任務が重なり合う部分でお互いが競合しないように関係を明確に

打ち立て、それぞれの役割分担を決めていくことが大切です。これ

は今後、専門家協力委員会の活動を検討していく上で大切なポイ

ントになると思います。 

現在、これからどのような活動をしていくのかをワクワクしながら準

備を進めています。①メッセージや広報での AA の伝え方を専門

家の意見を聞いて見直し、AA以外の皆さんが理解していただきや

すく改善すること。②専門家と協力関係を作るためのガイドラインを

作成すること。③全国各地域での専門家や専門家協力メンバーの

連絡網を構築すること。④資料などの読み合わせや経験の分かち

合いをする勉強会を定期的に開催すること。⑤これまで全国各地

のメンバーが様々な専門家と協力して行なっている草の根活動の

情報を集め、それらの分かち合いをする場を提供すること。⑥必要

時集めた情報を提供できるシステムを構築すること。などなど、あれ

もこれも進めておくべきと思うことが脳裏をよぎります。 

実はこれが大きな落とし穴になるのかもしれません。「ただの善は

最善の敵」という言葉が思い浮かびました。今の日本の AA や専門

家との協力関係の現状を踏まえ、何を第一にしていくのか、そして

何を軸とし、どこを目標としていくのかをじっくり検討し、慎重に尚且

速やかに活動する必要があります。 

先日の話し合いの中で、最初の活動は医療関係の専門家関係

分野に限定し、この分野の専門家との協力や良好なコミュニケーシ

ョンを構築する方法を作成しようという流れになっています。その活

動を全国に広めていき、その後は介護、専門職の学校などへと段

階的に広げていくことを検討します。 

そしてこの活動には、評議員をはじめ AA グループやメンバーの

皆様の協力が不可欠です。また、日頃から AA の活動にご協力頂
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いている AA 外部の様々な分野の皆さま、そしてこれから AA の友

人になっていただける皆さまのお力が必要です。何卒よろしくお願

いいたします。 

 

■第２８回評議会を終えて  （２０２３年２月５日、１１，１２日） 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + 

今後も評議員として真摯に、そして開かれた心を持って全力投球 

第１分科会議長 尾関 （関西地域選出評議員） 

私は２０１１年５月に神戸の精神病院を退院しました。入院中にタ

ーニングポイントとなる経験があり AA に幸運にもつながることがで

きました。入院中にホームグループを決めスポンサーも同時にお

願いするという熱心さでした。飲まないことを続けられる盤石な状態

で退院したかったのだと思います。退院後は仲間のすすめでミー

ティング会場を毎日歩くようになりました。AA に関わることはその後

も第一優先で活動、SOBER となって数年後には週２日の派遣の仕

事をしながらミーティングも毎日行き、KCO 三大イベントの実行委

員長やグループの代議員として地元のイベント実行委員会、広報

活動、地区委員会、地域集会に積極的に参加している自分がいま

した。同時に仲間の影響が多分にありましたが、他地域の AA のミ

ーティング、イベントやサービス機構、評議会や評議員の活動にも

自然と関心が出てきて、他地域の OSM やフェローシップ、RU とい

ったイベントへの参加のみならず、毎年の千葉や多摩永山の評議

会にオブザーバー参加するようになっていきました。 

昨年２０２２年当時、地域委員会議長の役割を遂行しつつ、地域

集会で関西地域の次年度の評議員に立候補、信任していただき

ました。評議会の準備ですが、昨年度の役割の引継ぎと仕事でな

かなか時間がとりにくく、ＪＳＯから送られてきた分厚い資料をじっく

り読めなかったです。それでも役割に対する責任感から評議会当

日までは４～５回、目を通すことができました。オンラインの評議会

勉強会もなんとか後半参加できました。 

本年度の第２８回評議会は２月５日（日）フルオンライン開催、２

月１１日（土）２月１２日（日）は多摩永山で会場開催でした。評議会

事務局の厳正なる抽選で第一分科会の所属となりました。分科会

では第一分科会議長に立候補、信任していただきました。人生一

度きりの評議員活動でせっかくなら経験できる役割はすべて経験

してみたいという思いからの立候補でした。フルオンライン開催で

の評議会は積極的な発言ができましたが、対面開催では全国から

参加されている評議員の方々や常任理事や評議会事務局の方々

を前に緊張し、オンライン開催時ほどの発言ができなかったです。

それでも発言しましたが、発言が終わって緊張のあまりマイクを逆

さにマイク台にさしている自分がいたりもしました。しかし振り返って

みると、他の評議員の方が私の意見をかわりに発言してくれた部

分がかなりあったように思います。分かち合いをするなかで自分の

意見が変わっていったということもありました。休憩時間の他地域の

評議員や常任理事との分かち合いも素晴らしいものでした。 

今後も評議員として真摯に、そして開かれた心を持って全力投

球活動したいと思っています。第１分科会議長としての役割もひと

つひとつ皆様と協力しながら遂行していく所存ですのでよろしくお

願いいたします。また、仕事を言い訳にしてホームグループ以外・

オンラインミーティング以外の地元のミーティングに行くことがだん

だん少なくなっていましたが、今回の経験を機にもう一度見直そう

という気持ちになる良いきっかけになりました。 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + 

評議会に行ってみる？ 

第２分科会議長 井本 （東関越地域選出評議員） 

再飲酒で２度目の入院、病院近くの AA 会場で米国人の「AA は

スピリチュアルです」の言葉が私の心に響きました。底をつき、メッ

セージが聞こえるようになり、退院後狭山グループに戻りました。グ

ループ役割の経験も無く再飲酒した私に最初の提案が「評議会に

行ってみる？」？？？AA で聞く耳は持っていませんでしたが「評

議員、常任理事は一生に一回です」「米国で評議員になる時に聞

かれることは、会社を辞める気になったのか？その事を奥さんに話

したのか？」等サービスの話は妙に記憶しており、何だか分からな

いけど評議会に行く気持ちになりました。セクレタリーの役割を頂き、

伝統ばかりのミーティング巡りとなり、初めて評議会にオブザーバ

ー参加させて頂きました。感じたのが AA は評議会議題提案で動

いている？と言う感覚でした。翌年伝統７ミーティングで「不満足な

AA サービスに対して献金をしないメンバーの権利もある」と発言、

会場に居た評議員から「評議会議題提案されたらどうですか」と提

案され、グループビジネスにかけ、修正し、代議員経験も無い私が

埼玉西地区委員会に出かけ、地区の良心を得て評議会議題提案

させて頂きました。翌年勧告され、評議会報告会にて財政難の為、

目処が立たないと聞き、実現に向けての怒りの評議会議題提案を

提出しました。評議会分科会オブザーバー参加にて提出した議題

の審議時「今、このサービスが必要ですかね」の発言に、私の熱い

想いは急速に冷め「今じゃ無くても」と納得した私が居ました。コロ

ナ禍に埼玉西地区が広報先より AA 広報動画提出要請にて動画

作成を手掛け、関東甲信越地域広報委員会にて、きっかけ～完成

まで視聴を含め随時報告させて頂き、広報委員会、関東４地区か

ら動画関連の評議会議題が提案され、常任理事会に動画作成委

員会が設立。AA50周年実行委員会、東関越ラウンドアップで広報

動画が作成され、新たな AA 広報が始まったと感じています。「一

生に一度は今だ」と評議員に立候補し信任されました。評議会で

第二分科会となり、副議長に立候補させて頂き承認されました。初

日はオンライン、一日自宅の部屋で Zoomは辛い、家族に対しても

辛い、もっと辛かったのは一週間一人議場閉鎖状態、霊性が保て

るか不安で辛かった。永山会場の席はくじ引きなのですが、東関

越の理事、評議員４人が固まり、完全なホーム状態で審議に望め

ました。夜は有志でアイスクリームフェローが有り、ＷＳＭ評議員、

Ａ類・Ｂ類常任理事、事務局と共に食べるアイスは一生の思い出と
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なりました。早朝ミーティングの司会だった私、テーマをアイスクリ

ームにさせて頂きました。最終日、審議が早く終わり最後にミーティ

ングが開催され、そこでもアイスの話が出てきたのは感動ものです。

評議会を終えて第二分科会議長となり、事実上の満場一致を目指

し、評議員として、今の私に出来る最善を尽させて頂きます。AAは

スピリチュアルです。 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + 

共同体全体の集合的良心 

第３分科会議長 満本 （東関越地域選出評議員） 

第２８回ＡＡ日本評議会は２月の第一・第二週末の２回に分けて

の開催となりました。第二週の評議会前日、関東では数年ぶりのま

とまった積雪となり、交通の乱れ等を心配もしましたが、当日は雲

一つない快晴に恵まれ、会場施設から垣間見た真っ白な富士山

が霊性を感じさせるほどに美しく目に映りました。やはり共同体全

体の良心が集まる場所は、ハイヤー・パワー（神）に守られている。

私と同じように感じた仲間もいたのではないでしょうか。 

主なプログラムは第一週にオンラインでの分科会討議、第二週

の全体審議で、２９の議題について全国から集まった評議会メンバ

ーとの間で熱く真剣な議論を交わし、各議題において本時点での

最善の決定が導き出されたものと確信しています。 

議決権を持つ評議会構成メンバーのみならず、ボランティアの皆

様をはじめ、熱意と勇気をもって議題を提出して頂いた全国のグ

ループ・メンバーなど、今回の評議会に関わって頂いた、全ての皆

様に感謝を申し上げたいと思います。 

私個人の感想を一言で述べるならば、あっという間の「楽しい」評

議会でした。アルコホリズムの泥沼に溺れてもがき苦しんだ挙句、

医療保護入院でようやく酒が止まってから１０年弱。ＡＡに繋がった

おかげで回復のプログラム、グループの一体性、ミーティング会場

開けから始まったサービス、それら全てが自分を超えた大きな力

（神）によって紡がれた奇跡の輪のように感じられます。 

その奇跡への感謝は、１２番目のステップや伝統５にあるように、

いま苦しんでいるアルコホーリクにＡＡのメッセージを運ぶこと（行

動）で報いていきたい。同じような想いが全国のグループやメンバ

ーから届けられ、同じ想いを持って各地域から選出された評議員

の皆さんと議論を交わす。私にとって初めての評議会体験でもち

ろん大いに緊張はしましたが、それ以上に日本のＡＡのダイナミズ

ムを直接肌で感じ、自分もその中にいる楽しさは、味わってみるま

で分かりませんでした。このニューズレターは何十年も先行く仲間

からニューカマー、まだＡＡを知らない人々の目に届くものと思いま

すが、少しでもサービスに興味があって、まだ評議員を経験してい

ない仲間がいらしたら、是非とも評議員に名乗りを挙げて下さい。

逆三角形の底辺に位置する「しもべ」ですが、人の僕ではなく良心

のしもべです。この心地よさを経験しないのは実に勿体無いと勝手

に思っています。 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + 

多くの学びや成長をもたらす貴重な経験となりました 

評議会事務局長 笠原（ＪＳＯ） 

1 年間という長い期間をかけて、前任者からの引き継ぎを受けな

がら評議会の準備を担当いたしました。この経験から、いくつかの

感想を述べさせていただきます。 

評議会の準備には多くのことを考慮し、準備する必要がありまし

た。特に今回は 2 週にわたる開催というこれまでにない日程となっ

たため、スケジュールの調整から始まりました。またメンバーから寄

せられた議題について、また会議内容についての検討、資料の準

備、会場や設備の手配などさまざまな検討項目や課題があり、評

議会の開催までにこれらをクリアし整える必要がありました。そのた

めに評議会を担当する理事や評議員と打ち合わせを繰り返し、多

くの情報収集や調査を行い、少しずつ準備を重ねてまいりました。 

評議会にお力添えくださるボランティアスタッフとの連携も欠か

すことができません。評議会の日程がこれまでと変わったこと、スタ

ッフの人員が不足しているという問題にあっては、これまでの経験

をふまえ柔軟に対応し解決策を提案していただきました。ボランテ

ィアスタッフのアドバイスや惜しみない献身なくして評議会の円滑

な進行は成り立たないと感じました。 

評議会を担当することで、多くの学びがありました。これまでの業

務とは異なり、多くの方とのコミュニケーションを図る必要がありまし

た。皆さまとの意見交換や提案を通じて、自分一人では考えつか

ないアイデアや視点で問題点に向き合い、解決に向けて取り組む

ことができました。 

この経験を通じ、チームワークの重要性、それを持って物事を進

めることの重要性を再認識しました。これまでも意識していることで

はありましたが、評議会の開催や運営には関係するすべての方と

の協力や協調が欠かせず、そのために自分自身がさらに成長する

必要性をあらためて認識しました。 

以上のように、1 年間の準備期間をかけ開催された評議会は、

多くの学びや成長をもたらす貴重な経験となりました。この経験を

生かし、また改善点を踏まえ、今後の評議会が AA 全体にとってよ

りよいものとなるよう皆さまのお手伝いをしていきたいと思います。 

編集：ニューズレター編集委員会・発行：ＮＰＯ法人ＡＡ日本ゼネラルサービス 

〒171-0014 東京都豊島区池袋 4-17-10 土屋ビル 3F Tel:03-3590-5377 Fax:03-3590-5419 

http://www.aajapan.org    jso-1@fol.hi-ho.ne.jp 

(月～金)10:00～18:00（土・日・祝）休 


